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①人件費の状況（平成 20 年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成21 年３月31日現在）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（B/A）

17,865 人 59 億9,054 万 8 千円 8,975 万 7 千円 12 億3,626 万円 20.6％

人件費には、特別職に支給される給与や報酬などが含まれています（千円未満四捨五入）。

②職員給与費の状況（平成 20 年度普通会計決算）

職員数（Ａ）
給　　　与　　　費 １人当たりの

給与費（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

137 人 ５億2,171 万円 7,888 万 1 千円 ２億2,003 万6千円 8億2,062 万7千円 599 万円

１）職員手当には、退職手当は含まれていません（千円未満四捨五入）。
２）職員数は、平成20年４月１日現在の人数です。

③職員の平均給料月額と平均年齢の状況（平成 21 年４月１日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額
（国ベース） 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

（国ベース） 平均年齢

鞍手町 31万1,692 円 33 万2,833 円 43.8 歳 30 万5,227 円 30 万8,310 円 49.9 歳

国 32万5,521 円 39 万1,770 円 41.5 歳 28 万5,548 円 32万2,737 円 49.2 歳

１）一般行政職とは、行政職の職員のうち、税務職と保健師職の職員を除いたものです。
２）平均給料月額とは、平成21年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
３）平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合計したものであり、国家公務員と同じベースで再計算したものです。
４）平成21年度の給料月額は、４月～６月まで▲３％、７月～翌年３月まで▲２％の給与抑制措置を行っています。

④職員の初任給の状況（平成 21 年４月１日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒

鞍手町 （15 万6,752 円）
16万1,600円

（13万5,897 円）
14万100円

（13万3,084 円）
13万7,200円

国 16万1,600円 14万100円 －

国の大学卒初任給は、国家公務員Ⅲ種適用の場合です。（　）内の数値は給与抑制後の数値です。

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 21 年４月１日現在）

区　　分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒

経験年数10年以上15年未満 24 万 9,193 円 21 万9,657 円 該当者なし

経験年数15年以上20年未満 30 万635 円 25万9,460 円 24万1,530 円

経験年数20年以上25年未満 34万1,780円 30万7,248 円 該当者なし

１）経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間などに勤務した経歴がある場合は、
その期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

２）平成21年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

⑥期末・勤勉手当の状況

区　　分
平成 20 年度支給割合 平成 21 年度支給割合

６月 12 月 計 ６月 12 月 計

鞍手町
期末手当 1.40月分 1.60月分 3.00月分 1.25 月分 1.50 月分 2.75 月分

勤勉手当 0.75月分 0.75月分 1.50月分 0.70 月分 0.70 月分 1.40 月分

国
期末手当 1.40月分 1.60月分 3.00月分 1.25 月分 1.50 月分 2.75 月分

勤勉手当 0.75月分 0.75月分 1.50月分 0.70 月分 0.70 月分 1.40 月分
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⑦退職手当の状況（平成 21 年４月１日現在）

区　　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度 １人当たり平均支給額

鞍手町
自己都合 23.5月分 33.5月分 47.5月分 59.28月分 31 万円

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分 2,090 万 6 千円

国
自己都合 23.5月分 33.5月分 47.5月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分

１人当たり平均支給額は、平成20年度に退職した職員に支給された金額です。

⑧その他の手当の状況（平成 21 年４月１日現在）

手当の名称 内　容 １人当たり
平均支給年額

地域手当 平成 21 年度より廃止 7 万7,947 円

特殊勤務手当

危険・困難などに指定した
業務に従事する職員に支
給。伝染病防疫作業手当、
行旅病人および死亡人取扱
作業手当、し尿処理場作業
手当がある

０円

時間外勤務手当
正規の勤務時間外に勤務し
た職員に支給 18 万4,176 円

１人当たり平均支給年額は、平成20年度に支給された金額です。

手当の名称 内　容 国の制度との異同

扶養手当

配偶者１万 3,000 円、その
他の扶養親族は１人につき
6,500 円 同

住居手当

借家・借間などの居住にか
かる費用を負担している職
員に月額２万 7,000 円を限
度に支給

同

通勤手当

最も経済的かつ合理的と認
められる通常の通勤経路・方
法により算出した額（例：２
キロ以上５キロ未満の自家
用車使用月額 2,000 円）

同

⑨特別職の報酬などの状況（平成 21 年４月１日現在）

区　分
給　　　料 報　　　酬

町　長 副町長 議　長 副議長 議　員

報酬などの月額 （56 万9,600 円）
71 万 2,000 円

（53 万4,920 円）
62 万２,000 円 32万5,000円 27万1,000円 25万5,000円

期末手当
（平成 20 年度支給割合）　６月期…1.40月分、12 月期…1.60月分、計…3.00月分
（平成 21 年度支給割合）　６月期…1.25 月分、12 月期…1.50 月分、計…2.75 月分

１）（　）内の数値は平成21年度の給料月額で町長20％、副町長14％の減額を行っています。（一般職に含まれる教育長についても10％の減額）
２）平成20年度の町長・副町長に支給される期末手当（12月期）は50％の減額を行っています。
３）平成21年度の町長・副町長・教育長に支給される期末手当は50％の減額を行っています。

⑩部門別職員数の増減状況（平成 21 年４月１日現在）

部　門

区　分

一般行政（福祉関係を除く） 福祉関係
一般行政計

議会 総務 税務 労働 農水 商工 土木 小計 民生 衛生 小計

職
員
数（
人
）

平成 20 年 3 34 9 0 6 2 16 70 41 9 50 120

平成 21 年 3 34 9 0 6 1 12 65 39 10 49 114

対前年増減数 △1 △4 △5 △2 1 △1 △6

部　門

区　分

特別行政 公営企業など
総合計

教育 小計 病院 水道 下水道 その他 小計

職
員
数（
人
）

平成 20 年 18 18 141 10 4 27 182 320

平成 21 年 18 18 147 10 4 28 189 321

対前年増減数 6 1 7 1

３−2010.３



⑫職員の厚生福利制度の状況
職員の健康管理

労働安全衛生法に基づき、職員の健康管理状況を把握し、
健康障害や疾病を早期に発見するため、
全職員を対象として定期健康診断を行っています。

定期健康診断の実施状況（平成20 年度決算）

受診者数 313 人

町費負担額 226 万2,806 円

職員の福利厚生
地方公共団体は、地方公務員法第 42 条の規定に基づき、
職員の健康維持や元気回復などの福利厚生計画を立て、実施しています。
鞍手町では、社会保険制度として加入している福岡県市町村職員共済組合が、
地方公務員等共済組合法に基づき、職員と市町村が分担して拠出した財源を使って
主に次のような事業を行っています。

福岡県市町村職員共済組合の福利厚生事業
主な事業 内　　容

短期給付事業 病院にかかったときの医療費などの保健給付、休業給付

長期給付事業 年金などの給付

福祉事業 健康の維持・増進に関する保健事業

なお、これ以外にも、職員が納めた会費で運営されている鞍手町職員互助会が、各種厚生事業を行っています。
※鞍手町職員互助会に対する町からの補助金は平成 20 年度より廃止されています。

公表します。
鞍手町職員の 給与
⑪一般行政職の級別職員数状況（平成 21 年４月１日現在）

区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級
計

標準的な職務内容 主 事 主任主事 主 査 主 幹 班 長 課 長 課 長

職員数 1人 8 人 48人 28 人 22 人 10人 0人 117 人

構成比 0.9％ 6.8％ 41.0％ 23.9％ 18.8％ 8.5％ ０％ 100％

鞍手町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

疑問
ちょっ

と

給与に関する
２つの疑問に
お答えします。

Ａ給料とは、鞍手町の給与条例に規定
している給料表に基づき支払われる

ものです。
　給与とは、給料と諸手当を含めて支払わ
れるものです。
　また、報酬は議会議員や非常勤の特別職
などに支払われるものをいいます。

給料と給与、報酬は
どう違うの？

Ａ地方公務員の給与水準を表す物差し
です。

　国家公務員の行政職の給与を100とし
た場合の値を算出することで、その地方自
治体の給与の水準を図ることができます。
　この指数は、自治体によって違いがあり、
鞍手町の場合、一般行政職の職員のラスパ
イレス指数は90.1（平成21年４月１日
現在）となっています。

ラスパイレス指数って
何のこと？

？
Ｑ Ｑ

！
2010.３−４
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。
な
お
、
期
日
前
や
不
在
者

投
票
、
点
字
投
票
で
は
候
補
者
の
名
前
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

●
議
員
選
挙　

投
票
用
紙
に
投
票
し
た
い

候
補
者
の
名
前
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

●
代
理
投
票
・
点
字
投
票

身
体
の
障
害
で
、
字
を
書
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
「
代
理
投
票
」
が
、
視

覚
障
害
の
人
は
「
点
字
投
票
」
が
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
投
票
所
で
係

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に

投
票
が
で
き
な
い
人

●
期
日
前
投
票　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で

投
票
日
に
投
票
が
で
き
な
い
人
は
次

の
と
お
り
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
と
き　

４
月
７
日
（
水
）
か
ら
10
日

（
土
）
ま
で
。
受
付
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
室

（
※
役
場
玄
関
右
側
）

●
必
要
な
も
の　

入
場
券
ま
た
は
本
人
を

確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
書
や
健

康
保
険
証
な
ど
）

任
期
満
了
に
伴
う



まちの話題 My Town Topics

みんなで鬼をやっつけました
▶２月３日、３町立保育所で節分の豆まき
　西川第
一保育所
で恒例行
事の豆ま
きが行わ
れました。
手作りの
お面をか
ぶって升

ます

を手に楽しそうです。しかし、突然大鬼が登場したとたん
にその場の雰囲気は一転。「鬼は外～、福は内～」と鬼退
治の練習をした子どもたちでしたが、襲いかかってくる大
鬼に隅に追い込まれて泣きだす子や「ごめんなさい、ごめ
んなさい」とあやまり続ける子などさまざま。でも最後は
子どもたちの元気に鬼は退散していきました。

　２月 12 日、鞍手南中学校は創立 40 周年を記念してグ

ラウンドにて高度 300 メートルから航空写真を撮影しま

した。グラウンドに全校生徒 131 人と職員で描いた人文

字。またひとつ鞍手南中学校の歴史が刻まれた瞬間です。

鞍手南中、創立40周年記念
▶みんなで人文字を作りました

有
あ り た

田　廉
れ ん

くん
平成19年３月23日生まれ
廉くん３歳のお誕生日おめでと
う!! 歌が大好きで好きな歌がかか
るとマイクを持って一緒に歌っ
て踊りだします♪仮面ライダー
に変身したり…バイクに乗った
り…とってもわんぱくですね。毎
日がそのにっこり笑顔に癒され
ます。元気に大きく育ってね。（父
誠二さん、母　好恵さん・中山）

小
こ み な み

南ひ
ひ な の

な乃ちゃん
平成21年３月20日生まれ
ひな乃ちゃん、１歳のお誕生日
おめでとう。早く歩けるように
なってお姉ちゃんと遊ぼうね。

（父　佳達さん、母　ゆき子さ
ん・中山）

村
む ら か み

上遥
は る か

香ちゃん
平成20年３月19日生まれ
遥香ちゃん、２歳のお誕生日お
めでとう!!「パパ～、ママ～」と
いうあなたの声に癒されっぱな
しです。これからもすくすくと
育ってね!!（父　礼寿さん、母
亜矢子さん・中山）

酒
さ か い

井美
み は ね

羽ちゃん
平成19年３月11日生まれ
誕生日おめでとう。いつも美羽
の笑顔に癒されています。保育
園にも行き始めたし、お友だち
をたくさん作ってね。これから
も元気いっぱいに過ごしてね。

（父  貴弘さん、母　由香さん・
小牧）

神
か み も り

森歩
ふ み

美ちゃん
平成21年３月28日生まれ
いたずら大好き、我が家のアイ
ドルふーちゃん。いつもニコニ
コにぃに、ねぇねの様子を見て
仲間に入ろうと頑張っていま
す。明るくのびのび元気に育っ
て欲しいです。あなたの笑顔に
幸せを感じています。ありがと
う。（父　正茂さん、母　智恵さ
ん・永谷）

　２月10、18日に中央公民館で、公民館講座がありました。
この日は、肉まんづくりです。参加者たちは肉まんの皮か

らあんづくりまでを一から行い
ました。まずは、あんづくりか
らです。豚肉やねぎ、たけのこ、
しいたけ、しょうがなどの具で
あんを作り、あんが冷める間に
皮作りです。手作りの肉まんの
味は格別だったようで、さっそ
く家でも作ってみようという参
加者もいました。

手作り肉まんづくり
▶公民館講座

　２月８日、鞍手北幼稚園で豆まきが行われました。部
屋の中に、いきなり大きな鬼が入ってきました。鬼をやっ
つけようと果敢に鬼と戦う子や鬼につかまって泣き出す
子、逃げ回る子とさまざまでした。でも、最後には子ど
もたちのパワーに鬼も退散していきました。今年もきっ
とたくさんの
福が舞い込ん
で、いい年に
な る こ と で
しょう。来年
はもっと元気
に鬼退治をし
ようね。

鬼は外～、福は内～
▶鞍手幼稚園に鬼がやって来た
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炭坑って何？を学習
▶今年のテーマは「くらじのすてき みつけ隊」

　現代の児童たちには石炭は何？から始まるのでしょう
か。新延小学校では、毎年４年生が「炭坑って何？」をテー
マに総合学習の中で学んでいます。２月 15 日のこの日は、
ゲストティーチャーに栗田德さん（中山）を迎え、石炭の
現物や坑道の模型を使って坑内の説明などさまざまなこと
を児童たちに伝えていまし
た。実際に石炭を燃やし、
ニオイをかいだりと、この
日の児童たちはたくさんの
ことを学習しました。後日
行われる「炭坑って何？」
の発表会が楽しみですね。

　毎年１月 26 日は、文化財防火デー。これは昭和 24 年１
月26日、奈良の法隆寺にある金堂が炎上し、壁画が焼損し
たことを機に、昭和 30 年に制定されたものです。毎年この
日には、貴重な文化財を火災か
ら守るため、消火訓練が全国一
斉に行われています。鞍手町で
は１月 27 日、国の重要文化財
十一面観音が祀

ま つ

られている長谷
寺で行いました。119 番通報を
合図に待機していた直鞍広域消
防本部と鞍手出張所の消防隊員
が消火活動を開始。本番さなが
らの訓練に、観音様も安心して
いることでしょう。

3月生まれ
Happy  birthday  to  you.

すくすく
日記

大
お お む ら

村正
ま さ き

樹くん
平成21年３月７日生まれ
まぁくん、１歳のお誕生日おめ
でとう。ミルクもごはんもいっ
ぱい食べて、もうこんなに大き
くなりましたね。みんな、まぁ
くんの笑顔が大好きです。いつ
も元気でかわいいまぁくんでい
てね!!（父　純一さん、母　美紀
さん・中山）

吉
よ し わ き

脇ゆめちゃん
平成20年３月２日生まれ
ゆめ、お誕生日おめでとう!! お
しゃべりにダンスに日々女子力
ＵＰの姿を見て成長を感じてい
ます。病気知らずのゆめに感謝
しています。これからもヨロシク
ね☆（父　周一さん、母　理惠
さん・弥生）

辻
つ じ も と

本空
そ ら と

都くん
平成20年３月２日生まれ
そらとくん、お誕生日おめでと
う。おしゃべり上手でいたずら
盛りのそらっち。これからも大
好きなにぃに＆ねぇねと仲良く
ね。（父　善紀さん、母　正美さ
ん・中山）

４月生まれは、３月10 日
（水）までに電話で役場総
務課☎４２局２１１１番へ
お申し込みください。

障がい児者サロン
▶障がい児者の余暇活動を考える
　２月７日、障がい児者サロンが行われました。このサロ
ンは、障がいのある人やその家族が気軽に集まれるような
場所で、偶数月の第１日曜日に行われています。毎回、ふ
うせんバレーなどのボール遊びやおしゃべりを通して、障
がいのある仲間や家族、学生ボランティアと交流を図りな
がら、楽しい時間を過ごしています。この日はボランティ

ア を 含 め 39 人 が
参加。参加者たち
は楽しそうにボー
ルを追いかけてい
ました。

　剣南小学校の３年生は、
総合学習の時間に竹細工
作りに挑戦しています。児
童たちが挑戦するのは今
年の干支「寅」。竹細工は、
この春卒業する６年生と
お世話になった人へのプ

レゼントと自分のために作りました。「物づくりを通して物
を大切にすることを伝えられたら…」というゲストティー
チャーの吉澤淳さん（中山）。吉永陽子さんは「竹の工作を
するのははじめてで、とても楽しかった」、吉岡右将くんは

「トラの模様やしっぽを作るのが楽しかった」と話してくれ
ました。今回、児童たちが学んだことは、「何一つ無駄なも
のはありません、物を大切にしましょう」ということでした。

剣南小学校で竹細工
▶思いのこもった贈り物

下
し も に し の そ の

西ノ園宙
そ ら

くん
平成21年３月７日生まれ
そらくん１歳のお誕生日おめで
とう!! 名前のとおり大きく翔い
てね♥（父　翔さん、母　亜美
さん・室木）

火災から町の宝を守る
▶１月26 日、長谷寺で消火訓練

　インストラクターにならって、イス
に座ったままゆっくりと体を動かす人た
ち。決して過激な運動ではないけれど、

体力アップには効果があったようです。２月 19 日、くらじの郷で介護予防教室の最終回
が行われました。20 人が参加したこの教室、10 月 30 日から週に１回のペースで計 16
回。体力測定をしたり、ストレッチをしたりと、みなさん楽しく続けてきた甲斐があり、
体力向上につながりました。健康が一番、これからも頑張ってください。

休まず続けて体力ＵＰ
▶２月 19 日、介護予防運動教室が最終回
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鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会
で
は
、
月
に
７

か
所
の
施
設
を
ま
わ
っ
て
施
設
の
皆
さ

ん
と
童
謡
や
唱
歌
、
ナ
ツ
メ
ロ
、
軍
歌
な

ど
を
歌
っ
た
り
、
脳
ト
レ
な
ど
を
し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
新
し
く
音
響
機
器
が
揃
い
ま
し
た
の
で
、

高
次
脳
桟
能
障
害
エ
ー
ル
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
お
ひ
ろ
め
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

４
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
研
修
室
Ａ
・
Ｂ

●
入
場
料　

無
料

●
曲
目　

さ
く
ら
、
荒
城
の
月
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

勝
木
桂
子
☎
４
２
局
４
７
６
１
番
ま
で

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

菊の花びらの色合いや全体をふんわ
りと表現するのが難しかったですが、
出来上がってみるとうれしいもので
す。
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三
桜
会

舞
踊
発
表
会

●
和
田
成
子
さ
ん
（
小
牧
）

花
柳
流
（
奈な

り

と

め

里
乙
女
）
と
藤
間
流

（
勘か

ん
し
け
ん

志
絹
・
勢せ

い

じ路
）
に
よ
る
三
桜
会
舞
踊

発
表
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
皆

さ
ん
お
誘
い
合
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

３
月
14
日
（
日
）
午
前
11
時

か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

花
柳

奈
里
乙
女
（
和
田
成

子
）
☎
４
２
局
５
６

５
４
番
ま
で

こ
こ
ろ
に
響
く

美
し
い
音
色
を

お
届
け
し
ま
す

「
永
遠
会
」定
期
演
奏
会

●
鞍
手
高
校
吹
奏
楽
部
「
永
遠
会
」

鞍
手
高
校
吹
奏
楽
部「
永と

遠わ

会
」（
Ｏ

Ｂ
会
）
で
は
、第
14
回
定
期
演
奏
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。会
場
全
体

が
一
体
と
な
る
よ
う
な
心
に
響
く
音

色
を
お
届
け
し
ま
す
の
で
、是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

３
月
28
日
（
日
）
午
後
３

時
開
演
（
２
時
30
分
開
場
）

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た

大
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

前
売
り
・
当
日
と
も

に
五
百
円

●
曲
目　

マ
ー
ラ
ー
作
曲
交
響
曲

第
一
番
「
巨
人
」
第
四
楽
章
、

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

嵐
メ
ド
レ
ー
、
時
代
劇
メ
ド

レ
ー
、
シ
ン
グ
シ
ン
グ
シ
ン
グ

な
ど

●

問
い
合
わ
せ　

永
遠
会
事

務
局
・
末
吉
☎
（
０
９
０
）

５
３
８
０
局
７
６
１
３
番
ま
で

音
響
機
器

お
ひ
ろ
め
コ
ン
サ
ー
ト

●
鞍
手
童
謡
・
唱
歌
の
会

一
緒
に
中
国
語
を

学
び
ま
せ
ん
か

●
直
鞍
中
国
語
同
好
会

現
在
、
中
国
の
発
展
が
世
界
の

注
目
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
中
国
語
を
学
び
、
中
国
を
理

解
し
、
そ
の
文
化
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

●
コ
ー
ス
・
と
き　

▼
初
級
コ
ー
ス=

４
月
６
日
か

ら
の
毎
週
火
曜
日
▼
中
級
・
上
級
コ
ー
ス=

４
月

５
日
か
ら
の
毎
週
月
曜
日
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
７
時
か
ら
９
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
方
市
中
央
公
民
館

●
会
費　

月
額
三
千
円
（
資
料
代
含
む
）

●
問
い
合
わ
せ　

直
鞍
中
国
語
同
好
会
青
柳
榮
一
☎

２
８
局
０
８
８
８
番
ま
で

短歌 吉澤京子さん
（い牟田）

夫は、幼少から医師よ
り短命を告げられつつ、
現在 73 歳。そのお返
しに献血に協力してきま
したが、年齢制限をもっ
て出来なくなりました。
二十余年続けてきた喜び
を胸に、また頑張る夫に
この一首を詠みました。

ちぎり絵 長友章子さん
（中山）

献
血
の 

年
齢
制
限
に

　

会
い
し
い
夫  

二
十
余
年
の 

達
成
喜
ぶ    

松浦みち子さん
（弥生）

初孫におひなさまをと思ったのが始
まりです。その孫も小学２年生。先生
が友だちなので、その心安さも手伝っ
て続いています。この作品は、私のお
ひなさまです。みなさんに見ていただ
いてうれしいです。

ひな人形



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の100字以内の感想もお願いしま
す。役場総務課☎４２局２１１１
番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
亡き母のウールの着物。虫食いがあち
こちに。どうしようかと思いつつ、デザ
インを考え作り
ました。苦労の
甲斐があって無
事コートが出来
上がりました。
亡き母を思いつ
つ、着用したい
と思います。

全体の面にひずみを入れ、そして
曲線、この二点を意識して花瓶を作
りました。色つけは、釉薬選び、釉
薬かけなど、試行錯誤の作業でした
が、自作の作
品を見ると、
心が和みま
す。

９−2010.３

川波陸江さん
（新延）

石坪　弘さん
（中山）

Relay Essay

前
回
の
佐
藤
治
幸
く
ん
は
、
私
の
教
え

子
で
あ
る
。
先
月
の
あ
る
日
、彼
の
お
母
さ

ん
が
わ
ざ
わ
ざ
私
を
訪
ね
て
み
え
た
。「
先

生
、
息
子
が
来
月
号
の
く
ら
て
広
報
に
リ

レ
ー
エ
ッ
セ
イ
を
載
せ
る
ん
で
す
。
次
回
、

先
生
に
つ
な
い
で
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ

う
か
」

現
在
、
私
は
鞍
手
の
武
道
館
で
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
柔
道
を
指
導
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、彼
は
中
学
の
３
年
間
、部
活
と

し
て
（
鞍
手
北
中
の
柔
道
部
の
外
部
コ
ー

チ
も
し
て
い
る
）
我
々
の
元
で
練
習
を
し

て
き
た
。
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
武
道

と
し
て
練
習
以
外
に
も
か
な
り
厳
し
い
こ

と
も
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

あ
い
さ
つ
は
基
本
で
あ
る
。
そ
の
あ
い

さ
つ
を
お
母
さ
ん
に
し
て
も
ら
う
ん
か
。

柔
道
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
何
か
が
伝

わ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
の
思
い

は
届
い
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
柔
道
教
室
は
５
歳
か
ら
高
校
生

ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
30
名
程
、
一
糸
乱

れ
ず
黙
々
と
練
習
を
こ
な
し
て
い
る
。
軟

弱
で
自
立
で
き
な
い
子
ど
も
。
大
事
な
と

こ
ろ
で
子
ど
も
を
突
き
放
す
こ
と
が
で
き

ず
に
必
要
以
上
に
盾
に
な
り
過
ぎ
る
親
。

そ
ん
な
風
潮
の
中
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
は

自
分
の
意
志
で
練
習
を
し
て
い
る
。
き
つ

く
て
痛
く
て
声
を
出
さ
ず
に
泣
き
な
が
ら

体
を
動
か
す
幼
子
も
い
る
。
楽
し
く
は
な

い
だ
ろ
う
に
、
決
し
て
休
ま
な
い
。
そ
ん

な
わ
が
子
を
黙
っ
て
見
守
っ
て
い
る
親
た

ち
。柔

道
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
は
確
実
に

成
長
し
て
い
る
と
思
う
。
継
続
の
中
で
、積

み
重
ね
て
き
た
力
は
大
き
い
。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
か
ら
私
た
ち
も
ま
た
大
人
と
し

て
の
自
覚
が
促
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
数
日
が
過
ぎ
、
あ
ら
た
め
て

佐
藤
く
ん
が
あ
い
さ
つ
に
来
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

次
回
は
、
和
田
秀
樹
さ
ん
（
小
牧
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
﨑
慶
司
さ
ん
（
猪
倉
・
36
歳
）

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。
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と
び
う
め
杯
で
準
優
勝

部
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

●
鞍
手
南
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

１
月
24
日
、
31
日
に
宗
像
市
で
行
わ
れ
た

と
び
う
め
杯
に
参
加
し
、
女
子
Ｂ
パ
ー
ト
の

部
で
32
チ
ー
ム
中
、
子
ど
も
た
ち
の
大
健
闘

で
準
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鞍
手
南
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、
部
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
興
味
が
あ
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
見
学
も
大

歓
迎
で
す
。

●
と
き　

毎
週
月
・
火
曜
日
の
午
後
５
時
か
ら
７
時
ま
で
、
毎

週
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

西
川
小
学
校
体
育
館

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
森
孝

一
☎
（
０
８
０
）
３
９
６
７
局
２
５
２
２
番
ま
で

柔
道
部
員
募
集

●
髙
﨑
慶
司
さ
ん
（
猪
倉
）

現
在
、
町
立
武
道
館
で
週
３
回
柔
道

の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
心

身
と
も
に
鍛
え
ま
せ
ん
か
。
見
学
、
体

験
教
室
も
あ
り
ま
す
。

●
と
き　

月
・
木
曜
日
の
午
後
７
時
か

ら
８
時
30
分
ま
で
と
土
曜
日
の
午
後

４
時
か
ら
５
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

町
立
武
道
館

●
対
象　

幼
児
（
５
歳
ぐ
ら
い
）
か
ら

一
般
社
会
人
ま
で
、
男
女
問
い
ま
せ
ん
。
女
子
部
員
も
大
歓
迎

で
す
。

●
会
費　

月
額
二
千
円

●
問
い
合
わ
せ　

サ
ン
ダ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
内
髙
﨑
☎
４
２
局
２
８

８
４
番
ま
で



　

国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせです。BookINFOR

MATION

／３月の休館日は、３日（水）です
／開館時間は午前９時から午後５時までです／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

かなとごうたはおさななじみ。１年生
になったのに、ごうたはいつもいたず
らをして、かなを困らせます。かなは
７歳の誕生会にごうたを呼ばないこと
にしました。誕生会のあと友達と野原
で遊んでいるとごうたがやってきて…。
初恋とはいえないけど、お互い大事な
存在。１年生になってちょっと背伸び
をする女の子といたずらっこのほほえ
ましいお話しです。新学期に向けて最
適の絵本です。

ごうた、１年生でしょっ
作＝すとうあさえ

東日新聞長野支局から東京本社社会部
へ異動してきた長妻は「ビニール袋集
団自殺」を取材していた。この自殺に
有名大学教授のサイトが影響している
と週刊誌がスクープ。東日新聞は他紙
がスクープ記事を出す中、常に遅れを
とっていた。そんなとき、一本の電話
が…。守りのミスと攻めのミス。若き
記者に降りかかる迷いの一瞬。事件の
真相に迫る記者が陥った思わぬ「落と
し穴」とは…。

虚報
作＝堂場瞬一

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

／カッコウの卵は誰のもの（作＝東野圭吾）／親鸞（作＝
五木寛之）／数えずの井戸（作＝京極夏彦）／銀河鉄道の
夜（作＝宮沢賢治）／ナチュラルキス（作＝風）／Ｎのた
めに（作＝湊かなえ）／陰陽師－天鼓ノ巻（作＝夢枕獏）
／蝦蟇倉市事件（作＝伊坂幸太郎）／太陽の村（作＝朱川
湊人）／楊令伝（作＝北方謙三）

今月新しく入りました。
●子どもの本

／ちか 100 かいだてのいえ（作＝いわいとしお）／はじ
めまして（作＝五味太郎）／二メートル（作＝横山　佳）
／ちゅーちゅー（作＝宮西達也）／だじゃれ日本一周（作
＝長谷川義史）／くんちゃんはあきらめないもん（作＝
つちだのぶこ）

からすたろう
作＝やしまたろう

小
学
校
の
６
年

間
、
級
友
か

ら
も
先
生
か

ら
も
バ
カ
に
さ
れ
て
き

た
男
の
子
が
自
分
の
価

値
に
つ
い
て
気
付
い
て

く
れ
た
新
人
の
先
生
と

出
会
い
、
卒
業
式
で
得

意
な
カ
ラ
ス
の
鳴
き
ま

ね
を
し
て
周
囲
を
驚
か

す
。
自
然
に
対
す
る
知

識
が
豊
富
で
カ
ラ
ス
の

微
妙
な
泣
き
声
の
違
い

に
も
気
付
き
、
そ
れ
を

模
写
で
き
る
ほ
ど
の
観

察
力
と
表
現
力
を
持
つ

男
の
子
。
そ
こ
に
い
な

い
も
の
と
し
て
男
の
子

の
存
在
を
黙
殺
し
て
い

た
人
々
が
悔
恨
の
涙
を

流
す
。
人
は
、
一
人
ひ

と
り
か
け
が
え
の
な
い

存
在
と
い
う
こ
と
に
気

付
く
。
そ
ん
な
一
冊
で

す
。　
　
　

ほんまもんでいきなはれ
作＝村瀬明道尼

９
歳
で
親
元
を

離
れ
仏
門
に
。

三
十
代
に
し

て
落
ち
た
禁
断
の
恋
。不

慮
の
事
故
で
半
身
不
随

に
な
る
も
残
さ
れ
た
身

体
で
懸
命
に
精
進
料
理

へ
と
突
き
進
む
。壮
絶
な

人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
人
だ
か
ら
こ
そ
醸
し

だ
す
強
さ
、
弱
さ
、
や
わ

ら
か
さ
、広
さ
が
文
章
か

ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。目

に
見
え
る
力
、目
に
見
え

な
い
力
、い
ろ
い
ろ
な
力

に
支
え
ら
れ
人
は
生
き

て
い
る
。す
べ
て
の
一
歩

が
、今
日
に
繋
が
っ
て
い

る
と
。冬
の
後
に
は
必
ず

春
が
や
っ
て
く
る
と
…
。

の

本
だ
な

春
の
桜
、
夏
の
海
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
…
。

美
し
い
四
季
が
体
感
で
き
る
の
は
日
本
人
の
特
権
。

そ
ん
な
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、

読
み
た
く
な
る
「
旬
」
の
本
が
あ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
旬
の
本
だ
な
」。

３
月
は
「
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に

２
冊
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
者
は
河
野
た
ま
き
さ
ん
（
い
ず
み
読
書
会
）
で
す
。
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Health
Dr.長野の

調子は
いかが？
町立病院☎42局1231番

町立病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
ふ
く
ら
は
ぎ
の
血
管
が
こ
ぶ
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
下
肢

静
脈
瘤
で
す
。
完
全
に
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放
置
せ
ず
に
早
め
の
治
療
を
。

長
野
一
郎
さ
ん
・
な
が
の
い
ち
ろ
う
・
平
成
３
年
九
州
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、同
大
大
学
病
院
、浜
の
町
病
院
、飯
塚
病
院
、産
業
医
科
大
学
病
院
、

九
州
厚
生
年
金
病
院
な
ど
を
経
て
、
平
成
20
年
２
月
か
ら
町
立
病
院
循
環
器
内
科
に
勤
務
。
44
歳
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

ふ
く
ら
は
ぎ
の
血
管
が
「
こ
ぶ
」
の
よ
う
に
膨
ら
ん
で
、
色
も
青
く
な
っ
て
い
て
心
配

で
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
（
50
歳
・
女
性
）

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

静
脈
瘤
の
状
態
を
、
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
し
ま
っ
て
も
、
下
肢
静

脈
瘤
は
、
基
本
的
に
は
良
性
疾
患

の
た
め
、
癌
な
ど
の
悪
性
疾
患
と

違
い
致
命
傷
に
な
る
可
能
性
の
低

い
疾
患
で
す
。

　

た
だ
し
、
注
意
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
で
す
。
長
時
間
同

じ
体
勢
続
け
て
い
る
と
、
下
肢
や

骨
盤
の
静
脈
内
で
血
液
が
固
ま
り

や
す
く
な
り
（
血
栓
）、
動
い
た

時
点
で
、
血
栓
が
血
流
に
乗
っ
て

心
臓
か
ら
肺
へ
と
体
内
を
移
動
し

て
し
ま
い
、
肺
の
動
脈
が
詰
ま
っ

て
肺
塞
栓
症
（
呼
吸
困
難
や
心
肺

停
止
）
を
お
こ
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

【
治
療
法
】　

　

治
療
法
に
は
、
圧
迫
治
療
と
硬

化
療
法
、
手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　

圧
迫
療
法
は
、
弾
性
ス
ト
ッ
キ

ン
グ
に
て
部
位
を
圧
迫
す
る
た

め
、
む
く
み
等
に
は
効
果
を
発
揮

し
ま
す
が
、
静
脈
瘤
が
治
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

硬
化
療
法
は
、
静
脈
瘤
に
薬
剤

を
注
射
し
て
固
め
て
し
ま
う
方
法

で
す
。
ク
モ
の
巣
状
や
静
脈
瘤
に

は
と
て
も
効
果
的
と
考
え
ま
す
。

　

手
術
療
法
に
は
、
結
紮
術
と
静

脈
抜
去
術
（
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
）

が
あ
り
ま
す
。

　

結
紮
術
は
、
逆
流
し
て
い
る
静

脈
を
根
元
か
ら
縛
っ
て
、
血
管
の

一
部
を
切
断
す
る
方
法
で
外
来
に

て
可
能
で
す
が
、
再
発
す
る
こ
と

が
欠
点
で
す
。

　

ス
ト
リ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
逆
流
し

て
い
る
静
脈
内
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
通

し
、
静
脈
瘤
を
起
こ
し
て
い
る
静

脈
自
体
を
引
き
抜
く
手
術
で
す
。

下
肢
静
脈
瘤
の
治
療
法
と
し
て
古

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
手
術
法

で
、
完
全
に
治
す
こ
と
が
可
能
な

唯
一
の
手
法
で
す
。

　

下
肢
静
脈
瘤
は
放
っ
て
お
く

【
静
脈
瘤
と
は
？
】

　

ふ
く
ら
は
ぎ
の
血
管
が
こ
ぶ

（
瘤
）
の
よ
う
に
膨
ら
む
こ
と
を

下か
し
じ
ょ
う
み
ゃ
く
り
ゅ
う

肢
静
脈
瘤
と
い
い
ま
す
。
下
肢

の
血
液
は
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉

の
運
動
に
よ
っ
て
心
臓
に
戻
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
静
脈
に
は
、
血

液
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
の
弁
が
つ

い
て
い
て
、
血
液
が
重
力
に
よ
り

下
へ
逆
流
し
な
い
よ
う
に
く
い
止

め
て
い
ま
す
。
血
液
の
逆
流
が
多

け
れ
ば
、
下
肢
の
静
脈
は
拡
張
し

次
第
に
こ
ぶ
の
よ
う
に
膨
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
の
状
態
を
下
肢
静

脈
瘤
と
い
い
ま
す
。

　

静
脈
瘤
は
特
に
女
性
に
多
く
、

１
日
中
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
仕
事

（
料
理
人
、
美
容
師
な
ど
）
を
し

て
い
る
人
に
よ
く
発
生
し
ま
す
。

　

40
歳
以
上
の
女
性
の
10
％
に
明

ら
か
な
静
脈
瘤
が
認
め
ら
れ
る
と

も
い
わ
れ
、
遺
伝
的
な
要
素
も
あ

り
ま
す
。
女
性
の
場
合
、
妊
娠
や

出
産
を
き
っ
か
け
に
発
生
し
や
す

と
、
肺
塞
栓
症
を
起
こ
す
可
能
性

が
高
く
な
っ
た
り
、
皮
膚
炎
を
起

こ
し
皮
膚
が
壊
死
を
起
こ
し
て
治

り
に
く
い
潰
瘍
を
起
こ
し
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、下
肢
静
脈
瘤
に
よ
っ

て
「
ス
カ
ー
ト
が
履
け
な
い
」「
温

泉
や
プ
ー
ル
に
行
け
な
い
」
と

い
っ
た
悩
み
を
抱
え
て
い
る
女
性

も
多
い
の
で
す
が
、
自
覚
症
状
が

少
な
い
た
め
放
置
さ
れ
が
ち
で

す
。

　

病
気
の
予
防
や
ご
自
身
の
こ
れ

か
ら
の
生
活
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
と
す
る
た
め
に
、
専
門
医
で
の

診
療
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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国保の
そこが知りたい

役場保険年金班☎42局2111番

ジェネリック
医薬品の
紹介ですSupportCOM

MENT

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

疑問
ちょっ

と

？！
Ａ「
新
薬
」
と
し
て
最
初
に
発

売
さ
れ
た
薬
は
特
許
に
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
開
発
し
た
メ
ー

カ
ー
が
独
占
的
に
そ
の
薬
を
製

造
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
「
先
発
医
薬
品
」
と
い

い
ま
す
。
先
発
医
薬
品
の
特
許

期
間
は
20
年
か
ら
25
年
で
、
こ

の
期
間
が
切
れ
る
と
、
他
の
メ
ー

カ
ー
も
同
じ
成
分
、
同
じ
効
果

の
薬
を
製
造
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
が
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
と

い
い
、
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

っ
て
？

Ｑ

Ａ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は

す
で
に
先
発
医
薬
品
の
成

分
の
有
効
性
と
安
全
性
が
確
か

め
ら
れ
た
後
に
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
先
発
医
薬
品
と
同
等
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
か
ら

発
売
さ
れ
る
の
で
、
先
発
医
薬

品
と
同
じ
効
果
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 安

全
性
と
効
果
は
？

ＱＡ
国
の
方
針
と
し
て
採
用
が
進

め
ら
れ
て
い
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
で
す
。
ど
こ
の
医
療
機

関
で
も
扱
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
先
発
医
薬

品
の
中
に
は
、
ま
だ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
更
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
を
使
う
に
は
医
師
の
処
方
が

必
要
で
す
。
医
師
ま
た
は
薬
剤
師

と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
変
更
を
お

願
い
し
に
く
い
場
合
に
は
、「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
更
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
？

Ｑ

Ａ
先
発
医
薬
品
は
、
そ
の
成

分
か
ら
開
発
し
、
有
効
性

や
安
全
性
を
確
認
し
、
承
認

さ
れ
て
か
ら
発
売
さ
れ
る
た

め
、
研
究
に
20
年
か
ら
30
年
か

か
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
費
用
は

二
百
億
か
ら
五
百
億
円
と
膨
大

な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
す
で
に

使
わ
れ
て
い
て
有
効
性
も
安
全

性
も
確
か
め
ら
れ
た
成
分
で
す

か
ら
、
承
認
ま
で
の
手
続
が
少

な
く
な
り
、
開
発
や
研
究
に
か

か
る
時
間
も
少
な
い
の
で
、
先

発
医
薬
品
よ
り
２
割
か
ら
７
割

安
い
価
格
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

Ｑ
ど
う
し
て
、
普
通
の
薬
よ

り
安
い
の
？

Ａ
日
本
で
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
シ
ェ
ア
は
、
全
医

療
用
医
薬
品
の
17
％（
平
成
18
年
度
）

で
す
。
欧
米
で
は
、
す
で
に
50
％
以

上
の
人
が
使
っ
て
い
る
一
般
的
な
薬

で
す
。 ど

の
く
ら
い
使
わ
れ
て
い

る
の
？

Ｑ

今
回
は
、
最
近
よ
く

耳
に
す
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

効
き
目
は
同
じ
で
安
価
な
お
薬

で
、
お
薬
代
の
負
担
を
軽
く
し

ま
す
。

※ジェネリック医薬品カードは役場保険健康課にも備え付けてありますので、ご利用ください。
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愛
犬
に

愛
情
一
本

注射の日時と場所は次のとおりです。集団注
射を利用せずに掛かりつけの獣医師から予防注
射を受けた場合は、役場農政環境課で「注射済
み証明書」の交付を受けてください。この場合、
掛かりつけ獣医師が発行する「注射済み証明書」
と手数料 550 円が必要です。
●持ってくるもの　問診票（はがき）
●料金　▷新規登録＋注射＝ 6,050 円▷注射の

み＝ 3,050 円

狂犬病の予防注射が４月 13日から始まります

と　き ところ

４月 13 日（火）

午 

前

9：20 ～９：35 室木公民館

9：45 ～９：55 神田公民館

10：00 ～ 10：10 八尋神田公民館

10：20 ～ 10：30 八尋集会所

10：40 ～ 11：10 新北公民館

11：20 ～ 11：50 新延古賀剣神社

午 

後

１：10 ～ 1：20 室井集会所

1：25 ～ 1：45 七ヶ谷入口

1：55 ～２：10 神崎公民館

2：20 ～ 2：40 古門区公民館

2：50 ～ 3：05 新延本村公民館

４月 19 日（月）

午 

前

9：20 ～９：40 中山本村公民館

9：50 ～ 10：10 城ケ崎公民館

10：20 ～ 10：30 上新橋公民館

10：40 ～ 11：00 小牧公民館

11：10 ～ 11：30 大池公民館

11：40 ～ 11：50 本町公民館

午 

後

1：10 ～ 1：30 木月公民館

1：40 ～ 1：55 上木月公民館

2：05 ～ 2：35 弥生区公民館

2：45 ～ 3：05 中山西区公民館

４月 28 日（水）午 前

9：20 ～９：30 猪倉公民館

9：40 ～９：55 中山北区公民館

10：05 ～ 10：20 中山南区公民館

10：30 ～ 10：50 い牟田区公民館

11：00 ～ 11：10 昭和通り公民館

11：20 ～ 11：50 役場車庫前

環境
衛生  
役場農政環境課☎42局2111番

犬の飼い方についての
アドバイスですSanitationADVICE

 しつける

 不妊・去勢
 手術をする

 狂犬病予防
 注射・登録

 最後まで
 面倒をみる

その１
愛犬も社会の一員です。きちんとし
つけをして他人に迷惑をかけないよ
うにしましょう。正しいしつけは飼
い主との信頼を深めます。

その２
愛犬もいつかは亡くなります。最期
を看取ってあげることは、私たちに
ゆるぎない信頼を寄せてくれた犬へ
の恩返しです。

その３
犬の登録は生涯１回、狂犬病予防注射
は毎年１回行うことが義務付けられ
ています。鑑札・狂犬病予防注射済
票は、必ず犬の首輪につけてください。

その４
繁殖を望まない場合には、飼い主の
責任で繁殖制限をしましょう。不妊・
去勢手術は犬に害のあるものではな
く、不幸な子犬をつくらないための
最良の方法です。

その５
敷地内でつなぐか、逃げ出さないよ
う柵内などで飼いましょう。放し飼
いは条例で禁止されています。散歩
のときは引き綱をつけましょう。

その６
散歩中の愛犬のフンは必ず後始末を
しましょう。必ず飼い主がその場で
拾い、自宅に持ち帰りましょう。

 つなぐ

                 フンを
 持って帰る

犬を飼うときの
つのルール６

犬を飼う場合は、しつけなど面倒なこともありますが、家族の
一員として扱い、次の６つのルールを守りましょう。



固
定
資
産
税
の
縦
覧
は

４
月
１
日
か
ら
26
日
ま
で

平
成
21
年
中
（
１
月
か
ら

12
月
ま
で
）
に
土
地
を
売
り

買
い
し
た
人
、
家
を
新
築
、

増
築
し
た
人
、
相
続
や
贈
与

が
あ
っ
た
人
な
ど
、
自
分
の

所
有
す
る
土
地
や
建
物
の
価

格
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
土

地
や
家
屋
な
ど
の
価
格
が
記

載
さ
れ
た
固
定
資
産
税
の
帳

簿
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
縦
覧
で
き
る
期
間
や
場

所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
平
成
22
年
度
も
、

固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書

を
納
税
通
知
書
と
一
緒
に
お

送
り
し
ま
す
。

●
と
き　

４
月
１
日
（
木
）

か
ら
４
月
26
日
（
月
）
ま

で
（
土
・
日
を
除
く
）。
時

間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
税
務
住
民

課
税
務
班
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
人　

納
税
者
、

納
税
者
の
代
理
人
、
納
税

管
理
人

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
21
年
度
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
納
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
付
書
で
納
税
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
、
納
め
忘
れ
が
な
い

か
お
手
元
の
領
収
書
で
も
う

一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
は
、
引
き
落

と
し
を
さ
れ
て
い
る
通
帳
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
（
残
高
不

足
な
ど
に
よ
り
納
付
書
で
納

め
ら
れ
た
場
合
は
、
領
収
書

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。
納
め

忘
れ
が
あ
る
場
合
は
、
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、
福
岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
福
岡
銀
行
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
郵
便
局

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
税
務
班
ま
で

３
月
15
日
ま
で
で
す
!!

確
定
申
告
と
納
税
は

お
早
め
に

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納

税
は
３
月
15
日
（
月
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
税

は
、
自
分
で
所
得
金
額
を
計

算
し
て
納
税
す
る
「
申
告
納

税
制
度
」
を
と
っ
て
い
る
た

め
、
事
業
を
し
て
い
る
人
は

も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
も
確
定
申
告
が
必
要
な
人

は
、
早
め
に
申
告
と
納
税
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
申
告

で
分
か
ら
な
い
こ
と
は
税
務

署
ま
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.
nta.go.jp/

の
確
定
申
告
作
成

コ
ー
ナ
ー
を
利
用
す
る
と
自

宅
で
簡
単
に
申
告
書
が
作
成

で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

３
月
10
日
（
水
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務

局
の
職
員
、

婦
人
相
談
員

兼
母
子
自
立

支
援
員
、
行

政
相
談
委
員

の
皆
さ
ん

が
、
あ
な
た
の
悩
み
に
お
こ

た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

３
月
25
日
（
木
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
金

相
談

くらしの情報

●鞍手町役場…42局2111番
　　　（FAX…42局 5693 番）

●中央公民館…42局7200番
●長谷別館…42局4659番
●教育課…42局7200番

●歴史民俗資料館…42局3200番
●くらじの郷…42局8811番

●社会福祉協議会…42局7800番
●中央浄水場…42局0417番
●町立病院…42局1231番
●鞍寿の里…42局1233番
●鞍手駅…42局0980番

●火災の発生状況…32局3211番

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情

報
Calendar
2010
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31
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くらしの情報

身
体
障
害
者
・

知
的
障
害
者
の
相
談
は

相
談
員
へ
お
気
軽
に

身
体
障
害
者
（
児
）
及
び

知
的
障
害
者
（
児
）
の
生
活

上
の
問
題
や
更
生
援
護
な
ど

の
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
員

が
、
あ
な
た
の
悩
み
や
相
談

に
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
相
談
員　

▽
身
体
障
害
者

相
談
員
＝
有
松
弘
美
（
☎

４
２
局
７
７
９
６
番
ま
で
）

▽
知
的
障
害
者
相
談
員

＝
原
口
彌
生
（
☎
４
２
局

５
０
７
８
番
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

３
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
福
祉
人
権
課
で
の
相
談

▽
と
き
＝
３
月
３
日（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
　

▽
と
き
＝
３
月
11
日
（
木
）

午
後
３
時
30
分
か
ら
４
時

30
分
ま
で（
九
州
リ
オ
ン
）

　

▽
と
き
＝
３
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）

　

▽
と
き
＝
３
月
24
日
（
水
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
小
倉
補
聴
器
）　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相
談

で
は
、
受
付
順
の
番
号
札
を

配
布
し
ま
す
。

●
町
立
病
院
で
の
相
談　

　

▽
と
き
＝
３
月
６
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
　

　
▽
と
き
＝
３
月
23
日（
火
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

た
は
町
立
病
院
ま
で

「
遺
言
の
日
」
に

無
料
法
律
相
談

福
岡
県
弁
護
士
会
で
は
、

遺
言
の
日
に
次
の
と
お
り
無
料

法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

４
月
14
日（
水
）午

前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
（
一
人
30
分
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
弁
護
士

会
天
神
弁
護
士
セ
ン
タ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
り

５
丁
目
１
４
の
１
２
）

●
申
し
込
み
受
付　

４
月
１

日
（
木
）
午
前
９
時
よ
り

電
話
に
て
受
付
。
定
員
30

名
程
度
に
な
り
次
第
締
め

切
り

●
予
約
電
話
番
号
・
問
い
合

わ
せ　

福
岡
県
弁
護
士
会

☎
（
０
９
２
）
７
４
１
局

３
２
０
８
番
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


電
話
相
談
へ
ど
う
ぞ

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
や
離

婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
養

育
費
の
電
話
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

●
と
き　

平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
）

☎
（
０
９
２
）
５
８
４
局

３
９
３
１
番
ま
で

母
子
家
庭
等
の

お
母
さ
ん
の
就
労
支
援

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
（
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
）
を
対

象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
就
労
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
支
援
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
居
住
す
る
町
役
場
で
面

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
）

☎
（
０
９
４
８
）
２
１
局

０
３
９
０
番
ま
で

歩
い
て
学
ぶ
糖
尿
病

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

日
本
糖
尿
病
協
会
福
岡
県
支

部
等
５
社
の
共
催
で
、
糖
尿
病

患
者
を
対
象
と
し
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会
を
行
い
ま
す
。
糖

尿
病
患
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家

族
や
友
人
、
ま
た
糖
尿
病
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

●
と
き　

４
月
18
日（
日
）
午

前
９
時
か
ら
（
雨
天
中
止
）

●
と
こ
ろ　

筑
豊
緑
地
野
外

ス
テ
ー
ジ
前
（
飯
塚
市
仁

保
８
番
２
５
号
）

●
参
加
料　

無
料
（
た
だ
し
、

障
害
保
険
料
二
百
円
は
個

人
負
担
）

●
注
意
事
項　

あ
ら
か
じ
め

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
昼
食

は
各
自
持
参
、
参
加
に
際

し
て
は
主
治
医
に
相
談
し

了
解
を
得
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

詳
し
い
内
容
は
、
筑
豊
糖

尿
病
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
事

務
局
宮
武
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
３
７
４
０
番
ま
で

募
集

登録して
みませんか
臨時職員等
登録制度

町では、臨時職員やパートタイム職員
などを採用する場合、あらかじめ登録し
ている人の中から採用する登録制度を導
入しています。登録の方法や募集職種な
どは次のとおりです。なお、登録しても
必ず採用されるとは限りません。ご了承
ください。
● 登録方法　登録申請書は、役場、中央

公民館、町立病院、介護老人保健施設（鞍
寿の里）、くらじの郷に置いてあります。
また、町のホームページからもダウン
ロードできます

● 有効期限　登録の日から１年間
● ４月以降の採用予定職種　▷免許・資
格が不要な職種＝一般事務補助（ワー
プロ・表計算ソフトが使える人、10 人
程度）▷免許・資格が必要な職種＝調
理師（２人）、保健師（１人）、看護師

（２人）、准看護師（１人）、その他医療・
福祉の資格が必要な職種

● 勤務条件　賃金や勤務時間などの労働
条件は、職種によって異なります。町
のホームページをご覧になるか、役場
総務課人事班までお問い合わせくださ
い

● 問い合わせ　役場総務課人事班まで

登録を受け付けています

　 町では、緊急雇用対策として次のとお
り臨時職員の登録を受け付けます。

● 登録資格　鞍手町在住で、①失業中
の人 ②事業主の都合により失業が決
まっている人

● 有効期限　登録の日から１年間
● 事業概要　対象事業を実施する場合に

登録者の中からその都度雇用します
● ４月以降の採用予定職種　一般事務補

助（ワープロ・表計算ソフトを使える
人、３人）

● 勤務条件　▷日額＝ 6,260 円　▷雇用
期間＝６か月以内（更新がある場合は
最長１年間）

● 登録期限　３月 12 日（金）まで
● 問い合わせ　登録方法など詳しいこと

は、役場総務課人事班まで

登 録緊急雇用
緊急雇用創出事業の登録を受け付けています

*********************************************************
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抽
選
方
式
の
県
営
住
宅

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で

は
、
次
の
と
お
り
県
営
住
宅

の
入
居
者
（
抽
選
方
式
）
を

募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
住

宅
や
募
集
戸
数
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
募
集
案
内
書
の
配
布　

▽
と

き
＝
３
月
１
日（
月
）か
ら

▽
と
こ
ろ
＝
公
社
管
理
事

務
所
（
福
岡
県
直
方
総
合

庁
舎
一
階
・
直
方
市
日
吉

町
９
番
10
号
）、
役
場
建
設

課
な
ど

●
申
込
期
間　
３
月
１
日（
月
）

か
ら
３
月
９
日（
火
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県

住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
☎
（
０
９
２
）

７
１
３
局
１
６
８
３
番
ま

で
自
衛
隊
予
備
自
衛
官
補
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
、
次
の
と
お
り
予
備
自

衛
官
補
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

●
対
象　

▽
一
般
＝
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
人
▽
技
能

＝
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
て
53
歳
か
ら

55
歳
未
満
の
人
（
技
能
は
衛

生
・
語
学
・
情
報
処
理
・
整

備
・
電
気
・
建
築
・
通
信
等
）

●
申
込
期
限　
４
月
９
日（
金
）

●
試
験
日 　

４
月
17
日
（
土
）

か
ら
19
日
（
月
）
ま
で
の
い

ず
れ
か
一
日

●
試
験
会
場　
▽
一
般
＝
小
倉

駐
屯
地（
北
九
州
市
）
▽
技

能
＝
健
軍
駐
屯
地（
熊
本
市
）

●
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
飯

塚
地
域
事
務
所
☎
（
０
９

４
８
）
２
２
局
４
８
４
７

番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い
棟

（
体
育
館
）の
３
月
の
休
館
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

１
日
（
月
）、
８

日（
月
）、
15
日（
月
）、
21

日（
日
）、
22
日（
月
）、
29

日
（
月
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

電
子
証
明
書
の
発
行
時
間

延
長
の
お
知
ら
せ

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

の
電
子
証
明
書
の
発
行
時
間

は
午
後
５
時
ま
で
で
す
が
、

確
定
申
告
時
期
の
３
月
15
日

（
月
）ま
で
の
毎
週
木
曜
日（
平

日
の
み
）
は
電
子
証
明
書
の

発
行
時
間
が
午
後
７
時
ま
で

延
長
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

税
務
住
民
課
住
民
班
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
住
民
班
ま
で

３
月
定
例
町
議
会
を

傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

鞍
手
町
議
会
３
月
定
例
会

を
開
会
し
ま
す
。
一
般
質
問

と
議
案
質
疑
の
日
程
（
予
定
）

は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
会
に
は
、
年
４
回
の
定

例
会
と
必
要
な
と
き
に
開
会

さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
り
、
だ

れ
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
一
般
質
問　
３
月
８
日（
月
）、

９
日（
火
）
開
会
時
間
は
午

後
１
時
。
た
だ
し
、
一
般
質

問
が
８
日
で
終
了
す
れ
ば

９
日
は
休
会
と
な
り
ま
す

●
議
案
質
疑　
３
月
10
日（
水
）

開
会
時
間
は
午
後
１
時

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
議

会
事
務
局（
役
場
内
）ま
で

中
央
公
民
館
図
書
室
の

本
を
お
譲
り
し
ま
す

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

中
央
公
民

館
図
書
室
で

は
、
図
書
室

の
本
を
皆
さ

ん
に
有
効
活

用
し
て
も
ら

う
た
め
、
役
目
を
終
え
た
本

を
無
償
で
お
譲
り
す
る
「
ブ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

３
月
１
日
（
月
）

か
ら
15
日
（
月
）
ま
で
。

時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
。
た
だ
し
、

本
が
な
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
一

階
ホ
ー
ル

●
本
の
種
類　

①
破
れ
や
汚

れ
な
ど
に
よ
り
図
書
室
の

蔵
書
か
ら
外
す
一
般
図
書

（
小
説
、
随
筆
な
ど
）・
児

童
図
書（
絵
本
な
ど
）・
雑

誌
②
重
複
な
ど
の
理
由
か

ら
図
書
室
の
蔵
書
に
し
な

か
っ
た
寄
贈
本

●
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民

館
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
や
増
設
な

ど
給
水
装
置
の
工
事
を
行
う

事
業
者
に
、
申
請
の
あ
っ
た

くらしの情報

お
知
ら
せ

鞍手町では、日中は仕事が忙しくて役場や
中央公民館へ行けない人や夕方しか時間が取
れないという人のため、各種証明書の交付や
町税、使用料の支払が行えるよう窓口業務の
一部を延長しています。なお、時間外窓口で
は取り扱いができない業務もありますので、
詳しいことはお問い合わせください。
● とき　毎週木曜日。時間は午後７時まで（祝

日や役場閉庁日・休館日を除く）
● 税務住民課　所得証明・納税証明・評価証

明の発行、納税相談、戸籍・住民票・印鑑
証明書の発行など　

● 会計収納対策課　町税・町営住宅の家賃・
保育料・水道料・下水道使用料の収納業務

● 教育課（中央公民館）　中央公民館・体育
施設の使用手続き

● 問い合わせ　役場税務住民課・会計収納対
策課・教育課まで

利用しやすい窓口をめざしています

毎週木曜日は
窓口業務を
延長しています

試
験
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くらしの情報

次
の
一
社
を
追
加
指
定
し
ま

し
た
（
水
道
工
事
は
町
が
指

定
し
た
工
事
事
業
者
し
か
で

き
ま
せ
ん
）。

●
（
有
）
秀
建　

▽
住
所
＝
北

九
州
市
小
倉
南
区
上
曽
根

新
町
１
２
番
３
６
号
▽
電

話
＝
（
０
９
３
）
４
７
１
局

６
１
０
５
番

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
班
ま
で

い
た
ず
ら
イ
ノ
シ
シ
を

退
治
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ

に
よ
る
農
作

物
の
被
害
は
、

年
々
増
え
て

い
ま
す
。
こ

の
た
め
町
で
は
、
年
に
二
回
、

猟
友
会
の
協
力
を
得
て
イ
ノ

シ
シ
の
駆
除
を
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
日
の
出
か
ら
日

の
入
り
ま
で
猟
犬
と
猟
銃
を

使
っ
て
駆
除
を
し
ま
す
の
で
、

山
に
入
る
と
き
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
期
間　
３
月
16
日（
火
）

か
ら
４
月
30
日（
金
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
農
政
環
境
班
ま
で

献
血
に
ご
協
力
を

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
一
般
献
血
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

３
月
17
日
（
水
）

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
11

時
30
分
ま
で
、
午
後
12
時

30
分
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

直
鞍
農
業
協
同

組
合
剣
支
所
横
駐
車
場

●
対
象
者　

18
歳
か
ら
69
歳

ま
で
の
人
（
65
歳
以
上
の

人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
、

ま
た
、
男
女
と
も
体
重
が

50
㎏
以
上
の
人
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班

タ
ク
シ
ー
の

初
乗
り
料
金
を

助
成
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
障
が
い
が
あ
る

人
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

際
の
初
乗
り
料
金
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る

た
め
に
は
、
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。

●
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳

（
一
級
・
二
級
）、
療
育
手

帳
（
Ａ
・
Ｂ
）、
精
神
障
害

者
福
祉
手
帳
（
一
級
・
二

級
）
を
持
っ
て
い
る
在
宅

の
人
（
生
活
保
護
受
給
者

を
除
く
）

●
助
成
内
容　

月
に
２
枚
の

割
合
で
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
交
付
（
月
に
３
回
以

上
通
院
す
る
人
は
月
に
３

枚
の
割
。
人
工
透
析
で
通

院
す
る
人
は
月
に
６
枚
の

割
）。
利
用
券
１
枚
で
小
型

タ
ク
シ
ー
の
初
乗
り
料
金

を
助
成
し
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー　

直
鞍
旅
客
自
動
車
協
同

組
合
ま
た
は
北
九
州
タ
ク

シ
ー
協
会
に
加
盟
し
て
い

る
タ
ク
シ
ー

●
受
付
開
始
日　

３
月
23
日

（
火
）
か
ら

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

障

害
者
手
帳
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
栄
養
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く

お
弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す

町
で
は
、
老
衰
や
身
体
障
が

い
、
病
気
な
ど
の
理
由
で
調
理

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
高
齢

者
・
障
が
い
者
を
対
象
に
、
次

の
と
お
り
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
お
弁
当
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象　

お
お
む
ね
65
歳
以

上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人
、

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人

（
18
歳
以
上
で
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
）
な

ど（
事
前
に
実
態
調
査
あ
り
）

●
配
食
日　

毎
週
火
曜
日
と

木
曜
日
の
夕
食
時

●
本
人
負
担
額　

一
食
に
つ

き
三
百
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
福
祉
高

齢
者
班
ま
で

介
護
用
品
の

給
付
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

町
で
は
、
次
の
①
か
ら
③

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
介
護

用
品
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

①
在
宅
（
町
内

に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

に
入
所
し
て
い
る
人
も
含

む
）
の
65
歳
以
上
の
人
ま

た
は
初
老
期
認
知
症
に
該

当
す
る
人
②
介
護
保
険
の

認
定
が
要
支
援
ま
た
は
要

介
護
で
、
失
禁
あ
り
と
認

定
さ
れ
、
お
む
つ
が
必
要

な
人
③
町
内
に
住
民
票
な

ど
が
あ
る
人

●
支
給
用
品　

紙
お
む
つ
、

布
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ

ト
●
支
給
額
（
月
額
）　

▽
世
帯

と
本
人
が
町
民
税
非
課
税

＝
六
千
円
以
内
▽
本
人
が

町
民
税
非
課
税
＝
三
千
円

以
内

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
家
族
介
護
教
室
の
ご
案
内

家
族
介
護
教
室
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
今
年
は

認
知
症
を
テ
ー
マ
に
認
知
症

の
人
へ
の
接
し
方
や
予
防
の

方
法
の
教
室
で
す
。
興
味
の

あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
す
。

●
日
程　

▽
３
月
６
日
（
土
）

＝
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す

ら
ぎ
園
、▽
３
月
13
日
（
土
）

＝
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
く
る

み
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま

で
介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

4
月
に
65

歳
を
迎
え
る

人（
昭
和
20

年
４
月
２
日
か

ら
５
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
）に
介
護
保
険
証
を
次
の

と
お
り
交
付
し
ま
す
。
将
来

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き

や
介
護
認
定
の
申
請
の
と
き

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

３
月
17
日

（
水
）
か
ら
19
日
（
金
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
福
祉
高
齢
者
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

交
付

案
内
の
通
知
は
が
き
、
印
か

ん
●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
高
齢
者
班
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

福岡県鞍手郡鞍手町大字中山 3218
TEL  0949 − 42 − 4676
FAX  0949 − 42 − 7852

＊＊快適な空間を＊＊
水洗改造をしませんか？

有限会社 有泉管工
水洗改造工事・浄化槽工事・水道工事

17 − 2010. ３



後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、

世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
場
合
、
入

院
し
た
と
き
の
窓
口
負
担
額

や
食
事
代
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
が
決
ま
っ

た
と
き
は
前
も
っ
て
手
続
き

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類
（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
で
、
70
歳
未
満
の

人
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
、

74
歳
以
下
で
住
民
税
が
非
課

税
と
な
っ
て
い
る
世
帯
の
人

は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

そ
の
医
療
機
関
で
の
医
療
費

の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
で
済
み
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
後
で
高
額
療
養

費
の
払
い
戻
し
申
請
を
す
る

必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
次
の
と
お
り

事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
も
し
入
院
が
決
ま
っ

た
場
合
は
、
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
１
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類
（
領
収
証
な

ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
全

員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
14

日
以
内
に
役
場
保
険
健
康
課

保
険
年
金
班
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
忘

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
と

後
で
医
療
費
を
返
さ
な
い
と

い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

15
年
３
月
２
日
か
ら
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。

●
交
付
す
る
日　

３
月
31
日

（
水
）午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
保
険
年
金
班
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

国

民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
保
険
年
金
班
ま
で

　

（かっこ内は前年比）

町内の
交通事故発生状況

【１月中】

●とき　３月10日（水）
午前10時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

●ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
●問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６２２局０４０３番まで

【累　計】
件 数 115件（＋16） 件 数 115件（＋16）

死 者 120人（±10） 死 者 120人（±10）

傷 者 121人（＋10） 傷 者 121人（＋10）

巡回
交通事故

相談

休日
在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　３月 13 日（土）午前 10 時

から
● ところ　歴史民俗資料館
● 問い合わせ　歴史民俗資料館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ
。

●３月 7日（日）梅谷医院（本町）
　　　　　　　　　 ☎４２局３３７７番

●３月14 日（日）原医院（新北）
　　　　　　　　　 ☎４３局２０３０番

●３月21 日（祝）木原医院（山ヶ崎）
　　　　　　　　　 ☎４２局５００５番

●３月22 日（振）町立病院（城ヶ崎）
　　　　　　　　　 ☎４２局１２３１番

●３月28 日（日）のりまつ医院（猪倉）
　　　　　　　　　 ☎４２局７００８番

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ。

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

※第２日曜日は、小児科のみ診療時間を拡大し、
午前９時から対応しています。

くらしの情報

● 問い合わせ
　  直方警察署☎２２局０１１０番まで

のおがた警察署

街頭犯罪だより
悪質商法にご注意を!!

　　　高齢者をねらった悪質商法に
　　　 気をつけましょう

　
悪質業者は最初は品物を無料で配って人を集め、

最後には数十万円の品物を購入させます。

福岡県警察 検索
直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/

2010. ３− 18



ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
祭
作
品
募
集

60
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
作

品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
は
５

月
11
日
か
ら
23
日
の
間
、
県

立
美
術
館
に
展
示
し
ま
す
。

●
募
集
部
門　

日
本
画
、洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
写
真
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

●
参
加
資
格　

県
内
に
お
住
ま

い
の
昭
和
26
年
４
月
以
前

に
生
ま
れ
た
人
（
福
岡
県

美
術
協
会
会
員
を
除
く
）

●
募
集
期
限　

４
月
20
日（
火
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と

は
（
社
）
福
岡
県
美
術
協
会

☎
（
０
９
２
）
７
１
３
局

４
２
０
０
番
ま
で

耐
震
診
断

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

急
速
に
進
む
高
齢
化
へ
の
対

応
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
住
ま

い
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
専
門
家
を
自

宅
へ
派
遣
し
、
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
、
地
震
に
対
す
る

住
宅
性
能
の
向
上
を
図
る
も
の

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象　

県
内
の
昭
和
56
年
以

前
に
建
設
さ
れ
た
木
造
戸

建
住
宅

●
費
用　

三
千
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
（
財
）
福
岡
県

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
企
画
情

報
部
住
情
報
課
☎
（
０
９
２
）

７
８
１
局
５
１
６
９
番
ま
で

直
方
総
合
庁
舎
の

代
表
番
号
が
廃
止

４
月
１
日
（
木
）
か
ら
福
岡

県
直
方
総
合
庁
舎
の
代
表
番
号

の
２
３
局
３
１
１
１
番
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
直

接
ご
用
件
の
あ
る
課
へ
お
電

話
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。
▽
直

方
県
土
整
備
事
務
所=

総
務

課
（
２
２
局
５
６
０
８
番
）・

▽
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
直
方
分
庁
舎=

社
会

福
祉
課
（
２
３
局
３
１
１
９

番
）・
保
護
第
一
課
（
２
２
局

５
６
９
５
番
）・
監
査
指
導
課

（
２
２
局
５
６
６
７
番
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
総
務

部
財
産
活
用
課
☎
（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
０
９
０
番
ま
で

４
月
１
日
か
ら

労
働
基
準
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
、
労

働
者
の
健
康
確
保
や
仕
事
と
生

活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
推
進
す
る

た
め
に
労
働
基
準
法
が
４
月
１

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。
▽
限

度
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

の
割
増
賃
金
率
を
「
25
％
を
超

え
る
率
」
に
す
る
よ
う
努
め
る

▽
１
か
月
60
時
間
を
越
え
る
時

間
外
労
働
は
、
法
定
割
り
増
し

賃
金
率
が
50
％
以
上
に
引
き
上

げ
。
ま
た
、
こ
の
引
き
上
げ
分

の
割
り
増
し
賃
金
の
支
払
に
代

え
て
、
有
給
の
休
暇
を
付
与
す

る
制
度
（
代
替
休
暇
）
が
設
け

ら
れ
ま
す（
こ
の
記
載
事
項
は
、

中
小
企
業
に
は
当
分
の
間
、
適

用
が
猶
予
さ
れ
ま
す
）
▽
年
次

有
給
休
暇
は
、
労
使
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
年
に

５
日
を
限
度
と
し
て
時
間
単
位

で
の
習
得
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
福

岡
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.fukuoka-plb.

go.jp/ltopics/topics454.
htm

l

ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内
は
故

人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ【
香
典

返
し
】

▽ 

白
土
正
己
様
＝
中
山
本
村

（
ミ
ツ
ギ
）

▽ 

田
代
次
男
様
＝
八
尋
（
フ
サ

ヱ
）

▽
加
納
ミ
ツ
ヱ
様
＝
上
木
月

（
文
夫
）

▽ 

古
川
英
昭
様
＝
中
山
南
区

（
ハ
シ
ヱ
）

●
町
立
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽ 

川
本
高
志
様
＝
八
尋
神
田

（
河
原
畑
チ
ヨ
子
）

▽ 

河
上　

肇
様
＝
八
尋
（
イ
ト

ヨ
）

▽ 

森　

隆
司
様
＝
大
池（
政
子
）

●
鞍
寿
の
里
へ
【
香
典
返
し
】

▽ 

日
高
玲
二
様
＝
八
尋
（
タ
ツ

ノ
）

くらしの情報

愛の
贈
り
も
の

あなたの学習意欲を
応援します

● 利用できる人　技能を修得するための専修学校
（情報・福祉・工業・美容・ファッション・経理・
公務員などの専門学校）に経済的な理由で就学
することが困難な人

● 使い道　授業料、実習費、入学金、入学支度金
など

● 貸付額　専門課程＝月額 53,000 円▷その他＝月
額 30,000 円▷入学支度金（１回）100,000 円

● 利息　無利子
● 貸与の基準　世帯の収入が基準以下であること、

他の奨学金を受けていないこと
● 返済期間　在学期間の３倍以内（最長 12 年以内）
● 受付期間　４月１日（木）から４月 30 日（金）

まで
● 問い合わせ　教育課社会教育班まで

若年者専修学校等技能習得資金

国の教育ローン

鞍手町奨学金

● 利用できる人　高校や短大、大学、大学院、専
修学校、各種学校などに入学・在学する人の保
護者（給与所得者は世帯の年間収入が 790 万円
以内、事業所得者は世帯の年間所得が 590 万円
以内の人）ただし、申込者が扶養している子の
人数によって異なる

● 使い道　入学金や授業料、アパートの家賃など
の在学費用

● 融資額　学生・生徒１人につき 300 万円以内
● 利率　年 2.65 パーセント（平成 22 年２月３日現

在）
● 返済期間　15 年以内（交通遺児家庭や母子家庭

の人は３年間延長できます）
● 問い合わせ　日本政策金融公庫八幡支店☎（０

９３）６４１局７７１５番まで

● 利用できる人　①町内に引き続き２年以上居住
する人で、高校や大学の学費の支払いに困って
いる人②日本学生支援機構などから奨学金を借
りていない人③収入が日本学生支援機構が定め
た基準以下の人

● 奨学金貸付額（月額）　▷公立高校＝ 11,000 円▷
私立高校＝ 15,000 円▷公立大学＝ 20,000 円▷私
立大学＝ 25,000 円

● 入学支度金貸付額　▷高校・高専＝ 40,000 円▷
大学・短大＝ 50,000 円

● 返済期間　卒業６か月後から返済開始▷高校＝
４年以内▷短大＝３年以内▷大学＝６年以内

● 利息　無利子
● 受付期間　３月 31 日（水）まで
● 問い合わせ　教育課学校教育班まで

「進学したい、勉強したい、でも、学費の支払いが苦しい
から…。」などと
あきらめてはいませんか。そんな人に耳寄りな情報。
国や県、町は、あなたの学習意欲を応援します。どうぞご
利用ください。

19 − 2010. ３
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●町の人口・１月の人の動き

平成 22 年３月号  No.603

・人口　17,891 人
・男性　 8,494 人
・女性　 9,397 人
・世帯数  7,571 世帯

（平成22 年１月31 日現在）

・出生  17 人
・死亡  23 人
・転入  45 人
・転出  153 人

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番

■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.fukuoka.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.fukuoka.jp/i/

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

　

　【ぎんだらのムニエル】１人当たりの栄養価　216kcal

　■作り方
　①…ぎんだらは皮と骨を除いて、塩をふる。小麦粉をまんべ  

　んなくまぶして下ごしらえをする。
　②…フライパンにサラダ油を入れて熱し、ぎんだらを並べ入

　れフタをして２分焼いた
　ら、裏返しにしてふたを
　して２分焼く。

　③…ソースを混ぜ合わせて器
　に敷き、ぎんだらを盛っ
　てバターをのせる。

【りんごのくず煮】１人当たりの栄養価　100kcal

　■作り方

　①…りんごはよく洗い、芯を除いて皮付きのまま、７～８㎜
　の厚さにいちょう切りする。

　②…くず粉は水を加えて混ぜる
　③…鍋にりんごとりんごジュース　

　と②を入れ、弱火で練り上げる。
　④…透明感とつやが出てきたら火　

　を消し、レモン汁を加えて混ぜ
　る。

元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■材料（６人分）
　ぎんだら（６切れ）、塩（小さじ 1/2）、小麦粉（大さじ１）、
　サラダ油（大さじ２）、バター（大さじ１）
■ソース
　トマトケチャップ（大さじ３）、湯（大さじ１）、砂糖（大

さじ１）

■材料（６人分）

　りんご（1.5 個）、りんごジュース（３カップ）、くず粉（60g）、
水（大さじ３）、レモン汁（大さじ３）

テーマ
「おいしい介護食」

①一口で食べやすい大きさに切り咀
そしゃく

嚼しやすい柔らか
　さに調理する。
②野菜やいも類は隠し包丁を入れて食べやすくする。
③肉は薄切りを用い、ひき肉は２度びきにする。火加
　減にも注意。
④麺類やはるさめなどは短く切って使う。
⑤魚料理は、食べる前に小骨をよく取り除く。
⑥果物は、一口で食べられる状態にして出す。
⑦焼きのりや味付けのりは、口の中でへばりつきやす
　いので、細かく刻み、ごはんに混ぜるか佃煮にする。
⑧酢の物はむせやすいので、酢は少量で、だし汁で薄
　めるとよい。

◆◆  一口メモ  ◆◆
柔らかく食べやすい料理にする工夫!!

□３月のカレンダー
日 曜日 行事内容

1 月 確定申告：中央公民館

2 火 確定申告：くらじの郷　３月２日（火）～３月15日（月）
（土・日除く）

3 水 補聴器相談（役場：13時～14時）

4 木

5 金

6 土 補聴器相談（町立病院：９時～12時）

7 日

８ 月

９ 火

10 水 無料法律相談（くらじの郷：14Ｐ参照）

11 木 補聴器相談（役場：15時 30分～16時 30分）

12 金

13 土 いろりばたお話しの会（歴史民俗資料館：10時～）

14 日

15 月

16 火 一般献血（直鞍農協剣支所横駐車場：17P参照）

17 水 介護保険証交付　17日～19日
　（役場：８時30分～17時 15分　17P参照）

18 木 補聴器相談（役場：13時～14時）

19 金

20 土

21 日 春分の日

22 月 振替休日

23 火 補聴器相談（町立病院：14時～17時）

24 水 補聴器相談（役場：13時～14時）

25 木 心配ごと相談（くらじの郷：14Ｐ参照）

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水 国保高齢受給者証交付（役場：９時～　18P参照）

確定申告は２月16日から３月15日までです。
受付時間は午前９時から11時 30分、午後１時より４時までです。




